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紀州地域本部
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今年も梅生産者の皆様のご協力のもと、梅もぎ体験ツアーを実施しました。この
取り組みは本場の南高梅に触れ、魅力を知っていただくことを目的としており、6月1
日～18日にかけ、全国から約300人を受けいれました。九州からのツアー客やリピー
ターの方、地域の子どもたちなど様々な方にお越しいただきました。
ツアーでは南高梅の特徴や歴史、加工方法を説明した後、園地にて青梅をもぎ取っ
て収穫していただきました。参加者は「いい香りがする！」、「帰って梅ジュースにす
るのが楽しみ！」などと大満足の様子でした。

JAや行政などでつくる「紀州梅の会」は6月6
日を「梅の日」と制定しており、毎年地元や東京、
京都にて記念式典を開催し、梅のPR活動に取り組
んでいます。紀州地域本部は今年も京都加茂神社
とみなべ町の須賀神社で神事を行い、梅産業のさ
らなる発展を祈願しました。

5月下旬から7月上旬にかけて生産量日本一を誇る南高梅の収穫が行われ、関東、関西を
中心に全国の市場へ青梅を出荷しました。
今年は深刻な雹被害を受け、傷果が多かったことから昨年に続き「良品」の出荷規格を設
けました。さらに、厳しい状況を踏まえ、JAとして出荷に対しての助成金制度の導入を実施
することで生産者の農業所得向上に繋げられるよう対策をとりました。また、部会では市場
やスーパーの担当者を産地に招待し、産地の被害状況に理解を深めていただけるよう力を注
ぐなど、生産者、市場、JAが一丸となり、これからも産地を守っていけるよう努めています。

紀州地域本部からは田中販売部長が参
列し、青梅の奉納を行いました。参拝客
に計1200個の梅干しを配布し、本場紀州
の南高梅をPRしました。

紀州地域本部からは弓倉副
本部長が出席しました。梅漬
け神事などを行い産地の発展
を祈願しました。

日本一の産地へようこそ！ 梅もぎ体験ツアー

梅の日に合わせ各地でイベント！

南高梅
産地一丸で
全国へ出荷！

須賀神社

66

下鴨神社・上賀茂神社
梅の日とは…
梅の日は、室町時代に五穀豊穣祈願とし
て梅が京都加茂神社に献上されたという故
事にちなんで2006年に制定されました。
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御
坊
市
・
印
南
町
と
連
携
し
、

P
R
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
！

5月23日に名古屋青果、24日に大阪中央青果で開催し、スイカ部会
役員、印南町の日裏町長、JA関係者らが参加しました。両日ともにた
くさんの人が集まり、仲卸業者やスーパー関係者らに小玉スイカを振る
舞って美味しさをPRしました。また、阪神百貨店とコープこうべシーア
店でも消費者に向けて試食販売を行い、大盛況となりました。

5月31日には東京青果で実施しました。東京青果での
開催は初めてで、スイカ部会役員、御坊市の三浦市長、
JA関係者らが参加しました。セレモニー終了後には大
井町駅の阪急百貨店で消費宣伝を行い、悪天候ながら
も多くのお客さんが集まりました。甘くてシャリ感のあ
る小玉スイカは小さな子どもからも大好評でした。

6月1日には、青年部員がコープ岸和田にて
消費宣伝を実施しました。今年は雨や低温が
続き栽培面で苦労しましたが、今年も糖度が
のって美味しいことをPRしながら試食販売を
実施し、通常販売を大きく上回る売り上げと
なり大盛況となりました。

各地で小玉スイカのトップセールスを実施！
名古屋、大阪

東京

青年部もPR‼

JA共済連より令和6年度に優秀
な成績を収めたLA（ライフアドバ
イザー）が発表され、紀州地域本
部からはLA 7人と優績チームとして
美浜支店が選出されました。5月
26日には地域本部にて表彰式を行
い、椎﨑副本部長から「表彰され
たLAの皆様、本当にお
めでとうございます。 こ
れからも組合員・利用
者に『安心と満足』を
提供できるよう、さら
なるご活躍を期待して
おります」と挨拶があ
りました。

優績LA表彰 紀州地域は7人が受賞
名田・塩屋班は名田小学校の児童を対象に

実施！クイズを通して楽しく作物を知っても
らった後、苗植えを行いました。

川辺班は今年4月に
統合で誕生した川辺
東小学校で実施！　
約120人が参加し、子
どもたちの活気で溢れ
ていました。

青年部による食農教育大川LA
全国表彰通算6回達成

！

大川　康友
大川　康友
中元　　稔
柏木　啓希
畑垣　智美
中元　　稔
古田英士朗
下村　良平
芝﨑　健司
美浜支店

優績表彰
総合優績表彰

自動車新規契約の部

優績チーム県本部表彰

全国表彰

県本部表彰

【湯川支店】
【湯川支店】
【美浜支店】
【美浜支店】
【梅の郷支店】
【美浜支店】
【印南支店】
【龍神出張所】
【美浜支店】

※【　】内は令和6年度時点の配属先です

長期基盤
（重点施策）の部

〒649-1534 印南町印南 2003　TEL.0738-22-2480（代表）　FAX.0738-23-3223（代表）　メールアドレス：kumiaiinka-600@ja-wakayama.or.jp

5/8 おばけカボチャ 6/6 サツマイモ

6/20 枝豆定植
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スイカは冷蔵庫でキンキンに冷や
してから食べたいという人が多いか
もしれませんが、長時間冷やすと甘
みが減少してしまいます。風通しの
良い涼しい場所で保存し、冷やすと
きは食べる1時間ほど前に冷蔵庫へ入れるのがおす
すめです。
また、多くの人が捨ててしまうスイカの種ですが、
悪玉コレステロールを減少させる効果があるリノー
ル酸が豊富で、炒めてから皮を剥くことで美味しく
食べることができます。また、フライパンで煎った後、
布などで包んで沸騰したお湯に入れることで、スイ
カの「ダシ」をとることができます。香ばしさとほ
んのりとした甘さが感じられますので、是非一度お
試しください。

スイカの “種” 知識

管内各地域の知られざる伝説や役に立つ豆知識を紹介！

【取材】組合員課　古瀬 聖

YURA'n［ゆらん］ジュース
からのお知らせからのお知らせさわやか日高からのお知らせからのお知らせさわやか日高

農園直送！数見農園より由良町の濃厚なみかんを使用
したこだわり100％のジュースです。

桃の産地、紀の里
の桃（白鳳、白桃、
川中島等）を全国
発送いたします。

あら川の桃

ご贈答用に

ギフトボックスや

1ℓ瓶もご用意

しています。

随時販売中！

今年も甘い桃を

お中元にいかがでしょうか。

7月上旬頃よ
り

販売開始！

JAでは、地域の子ども達の食農教育を支援しています。営農指導員をはじめJAの職員、青年部員、女性会

員などが協力し、お手伝いしています。また、この活動は、JA共済地域貢献活動に係る助成金を活用しています。

印南町特産の小玉スイカを見学（6/11）
印南小学校3年生25人

夏野菜苗定植（5/14）
ゆらこども園 5歳児14人

バケツ稲 種まき（5/28）
ひまわりこども園５歳児25人

さつまいも苗植え（6/6）
稲原小３～６年生33人

さつまいも苗定植（5/19）
中津こども園 30人、
中津分校1年生８人

さつまいも苗定植（5/26）
御坊幼稚園64人

バケツ稲 種まき（5/26）
美山小5、6年生9人

さつまいも苗定植（5/28）
ひまわりこども園４歳児26人

夏野菜苗定植（5/29）
高城こども園５歳児５人

田植え（5/29）
塩屋小５年生16人

バケツ稲 種まき（5/30）
みやま保育園14人

田植え（6/4）
稲原中32人、稲原小10人

さつまいも苗定植（6/12）
みやま保育園15人

バケツ稲 種まき（6/13）
ゆらこども園 ５歳児15人

畑野集荷場とフレッシュマートを見学！

初めて見る出荷の風景に驚いている様子でした！

『ひとりじめ』の試食も

実施！

「お小遣いで買いたい！」

などと大好評！

ハウス見学ではたくさんの質問が飛び交いました！

熱心にメモを取っているのが印象的でした！
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☆
収
穫
量
の
低
下
し
て
き
て
い
る
園
地
へ

の
対
策
☆

梅
を
取
り
巻
く
環
境
が
徐
々
に
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
（
暖
冬
・
小
雨
・
不
完
全

花
・
虫
の
甚
発
生
等
）。
昨
年
度
に
お
い

て
は
そ
の
影
響
が
大
き
く
出
た
の
か
、
近

年
類
を
見
な
い
凶
作
で
し
た
。
今
後
産
地

と
し
て
も
こ
れ
ら
の
変
化
に
左
右
さ
れ
な

い
よ
う
安
定
的
な
収
穫
を
目
指
し
て
い
く

為
に
、
物
理
的
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
改
植

老
木
園
よ
り
若
木
園
が
安
定
し
て
着
果

し
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
着
果
の
少

な
い
老
木
は
改
植
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
交
配
樹
植
栽
本
数
の
確
認
・
追
加
植
栽

指
導
と
し
て
の
推
奨
本
数
は
10
a
当

た
り
2
割
～
3
割
程
度
で
す
。
し
か
し
、

園
地
内
の
交
配
樹
枯
死
等
の
原
因
に
よ

り
、
現
状
園
内
に
は
交
配
樹
が
少
な
い
園

地
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
植
栽
本
数
が
少
な
い
よ
う
な
ら
高
接

ぎ
や
交
配
樹
の
植
栽
本
数
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。

③
潅
水

乾
燥
が
続
け
ば
樹
勢
低
下
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
1
週
間
ご
と
に
1
樹
当
た
り
約
100

リ
ッ
ト
ル
の
潅
水
を
行
う
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
次
年
度
の
栽
培
に
向

け
て
見
直
し
・
改
善
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

う 

め

梅
園
管
理
に
つ
い
て

お
礼
肥

収
穫
前
に
礼
肥
を
施
用
し
て
い
な
い
方

は
、
樹
勢
回
復
と
貯
蔵
養
分
蓄
積
の
た
め

に
、早
め
の
施
肥
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

肥
料
名
や
量
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
指

導
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

〇�

7
月
上
旬
～
中
旬
（
梅
収
穫
後
）
ウ
メ

シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　

�

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1000
倍
／
7

日
前
ま
で　
2
回
以
内
）
又
は

　

�

モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2000
倍
／
7
日

前
ま
で
／
3
回
以
内
）

＊�

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
残
効
性
が

長
い
の
で
、
幼
虫
発
生
前
に
散
布
し
て

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

＊�

農
薬
の
散
布
は
、
朝
の
涼
し
い
時
間
に

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

○
環
紋
葉
枯
病

夏
期
の
低
温
多
雨
の
場
合
や
谷
間
や
通

風
の
悪
い
園
で
発
生
し
や
す
く
、
葉
に
灰

褐
色
の
輪
紋
状
病
斑
が
発
生
し
、
早
期
落

葉
を
お
こ
す
の
で
、
発
生
初
期
に
ベ
ル

ク
ー
ト
水
和
剤
（
2000
倍
／
収
穫
30
日
前
ま

で
／
３
回
以
内
）
ま
た
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
M

水
和
剤
（
1500
倍
／
収
穫
21
日
前
ま
で
／
3

回
以
内
）
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
は
、

5
月
下
旬
頃
か
ら
8
月
に
発
生
し
ウ
メ
・

モ
モ
・
ス
モ
モ
・
サ
ク
ラ
等
の
バ
ラ
科
作

物
を
加
害
し
ま
す
。

産
地
を
守
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
・

早
期
対
策
が
重
要
で
す
の
で
、
収
穫
終
了

後
に
一
人
一
人
が
自
分
の
園
地
の
確
認
を

行
い
、
怪
し
い
フ
ラ
ス
・
幼
虫
・
成
虫
を

発
見
し
た
場
合
は
、
営
農
指
導
員
に
必
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

ヨ
コ
バ
イ
は
収
穫
終
了
後
か
ら
発
生
し

落
葉
時
期
ま
で
い
ま
す
。
葉
を
吸
汁
す
る

こ
と
で
黄
化
し
最
終
的
に
早
期
落
葉
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
秋
の
貯
蔵
養
分
量
が
低

下
し
、
樹
勢
低
下
や
次
年
度
の
開
花
・
新

芽
伸
長
・
果
実
肥
大
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
タ
ラ
顆
粒

水
溶
剤
（
2,000
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
２

回
以
内
）
又
は
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

（
2,000
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
３
回
以
内
）

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ケ
ム
シ
類

ウ
メ
を
加
害
す
る
ケ
ム
シ
類
に
は
、
オ

ビ
カ
レ
ハ
、
イ
ラ
ガ
、
モ
ン
ク
ロ
シ
ャ
チ

ホ
コ
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
葉
を
食
害
さ
れ
る
と
光
合
成
が

で
き
ず
、
翌
年
の
生
育
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
若
齢
幼
虫
は
集
団
で
生
活
し
て
い

ま
す
。幼
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、

分
散
す
る
前
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル（
4000
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
２
回
以
内
）

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
発
生
に
注
意
！！

幼
虫
は
梅
の
葉
を
食
害
し
、
樹
勢
低
下

や
貯
蔵
養
分

蓄
積
低
下
が

起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅

等
に
入
っ
て

く
る
事
も
あ

り
ま
す
。
爆

発
的
に
増
加

し
ま
す
の
で
、

被
害
が
軽
い

う
ち
に
早
急

に
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。

（
初
期
）
ハ
サ
ミ
等
で
切
り
取
り
、
焼
却

す
る
。

�（
中
期
以
降
）
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル（
4000
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
2
回
以
内
）

干
ば
つ
対
策

梅
は
浅
根
性
と
言
わ
れ
、
細
根
の
80
％

は
地
表
面
か
ら
20
cm
ま
で
に
分
布
し
て
お

り
、
高
温
乾
燥
が
続
く
と
細
根
が
枯
れ
樹

勢
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

乾
燥
す
る
前
に
、
敷
き
草
、
堆
肥
等
で

水
分
の
蒸
散
を
防
ぎ
、
潅
水
の
で
き
る
と

こ
ろ
は
早
め
に
潅
水
し
て
く
だ
さ
い
。

潅
水
は
地
温
の
低
い
朝
方
に
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
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果
樹
柑
橘

◦
柑
橘
類
の
摘
果

着
果
の
多
い
樹
は
早
い
目
に
行
い
、
反

対
に
少
な
い
樹
は
後
期
摘
果
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
あ
ら
摘
果
で
は
①
樹
幹
内
部
や

下
部
の
小
玉
果
②
病
害
虫
被
害
果
③
傷
果

を
優
先
的
に
摘
果
し
て
く
だ
さ
い
。
ゆ
ら

早
生
に
つ
い
て
は
他
品
種
よ
り
後
期
肥
大

が
鈍
い
の
で
早
期
に
摘
果
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
早
生
み
か
ん
な
ど
は
後
期
重
点
摘

果
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
晩
柑
類
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
小
玉

果
を
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

◦
潅
水
の
実
施

梅
雨
明
け
後
は
、
適
度
な
水
分
が
な
い

と
着
色
遅
れ
や
小
玉
果
等
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
潅
水
可
能
な
園
で
は
潅
水
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
苗
木
や
幼
木
園
で

は
積
極
的
に
潅
水
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
品
質
向
上
対
策

北
向
き
園
・
水
転
園
な
ど
品
質
が
上
が

り
に
く
い
園
で
は
品
質
向
上
対
策
と
し
て

フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
が
有
効
で
す
。た
だ
し
、

樹
勢
が
低
下
し
て
い
る
園
で
は
散
布
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ル
チ
被
覆
は

極
早
生
で
は
8
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
、
早

生
・
中
生
で
は
8
月
末
頃
ま
で
に
敷
設
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古
い
マ
ル
チ

で
は
水
分
が
遮
断
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
マ
ル
チ
の
被

覆
を
お
勧
め
し
ま
す
。

水 

稲

残
り
草
　
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

（
よ
ば
い
草
等
）

　
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
液
剤

　
1000
ml
／
10
a
（
希
釈
水
量
70
～
100
ℓ
）

　

�

移
植
後
15
日
～
ノ
ビ
エ
5
葉
期
、但
し
、

収
穫
50
日
前
ま
で
／
２
回
以
内

※
使
用
上
の
注
意

稲
に
飛
散
し
て
も
問
題
な
い
で
す
が
、

基
本
的
に
は
雑
草
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

展
着
剤
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

斑
点
米
（
カ
メ
ム
シ
類
）
対
策

近
年
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
多
く
、
カ

メ
ム
シ
類
の
吸
汁
加
害
に
よ
る
斑
点
米
の

発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
圃
場
周
辺
の
雑

草
の
刈
り
取
り
や
畦
畔
に
も
防
除
を
行
う

な
ど
、
カ
メ
ム
シ
類
の
対
策
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎�

省
力
散
布
（
豆
つ
ぶ
剤
…
畔
か
ら
の
投

げ
込
み
散
布
に
よ
る
省
力
化
）

湛
水
状
態
を
３
日
以
上
保
ち
、
落
水
か
け

流
し
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

追
肥エ

ム
コ
ー
ト
な
ど
の
一
発
肥
料
は
不
要

で
す
が
、
追
肥
の
必
要
な
元
肥
施
肥
圃
場

で
は
NK
化
成
20
㎏
程
度
を
出
穂
の
25
日
前

と
15
日
前
の
2
回
に
分
け
て
施
用
し
て
く

だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

令
和
7
年
産　
水
稲
統
一
栽
培
歴
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
・
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
多
発

園
で
は
、
ロ
ム
ダ
ン
ゾ
ル
（
1000
倍
/
収

穫
21
日
前
ま
で
／
２
回
以
内
）
を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ウ
ン
カ
類
対
策

◦�

発
生
密
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
2
回

防
除
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◦�

ウ
ン
カ
類
の
生
息
す
る
株
元
に
薬
剤
が

か
か
る
よ
う
丁
寧
に
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

◦�

多
発
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
ス

タ
ー
ク
ル
（
ア
ル
バ
リ
ン
）
顆
粒
水
溶

剤
（
3000
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
３
回

以
内
）
又
は
、
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ

ル
（
1000
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
４
回

以
内
）
又
は
ス
タ
ー
ク
ル
豆
粒
（
10
a

当
た
り
250
～
500
g
／
収
穫
7
日
前
ま

で
／
３
回
以
内
）
を
散
布
し
、
防
除
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

野 

菜

●�

施
設
ミ
ニ
ト
マ
ト
（
キ
ャ
ロ
ル
7
、

ア
イ
コ
）

①
設
備
の
修
理

黄
化
葉
巻
病
対
策
で
は
、
予
防
対
策
が

最
も
重
要
で
す
。
ハ
ウ
ス
開
口
部
に
被
覆

し
て
い
る
防
虫
ネ
ッ
ト
は
数
年
使
用
す
る

と
破
損
し
て
き
ま
す
。
破
れ
て
い
る
部
分

が
無
い
か
確
認
し
、
破
れ
て
い
る
部
分
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
必
ず
補
修
し
て
く

フィガロンの熟期促進と使用方法

品種 目的 使用時期 倍数 収穫前日数
/使用回数

温州みかん 熟期促進

1回目　満開
50～ 90日後

（6月下旬～ 8月上旬）
3,000 倍 14／ 2

2回目　満開
70～ 110日後

（7月中旬～ 8月下旬）

防除次期 出穂前

病害虫 いもち病、紋枯
病ウンカ類、

薬剤名 ワイドパンチ
豆つぶ

希釈倍数 250g
（10a 当り）

回数 1回

収穫前日数 35日前まで
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だ
さ
い
。

ま
た
、
加
温
機
や
施
設
内
の
機
器
類
の

点
検
や
清
掃
な
ど
、
栽
培
期
間
中
に
出
来

な
い
作
業
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

②
圃
場
準
備

太
陽
熱
土
壌
消
毒
終
了
後
は
、
圃
場
の

土
壌
水
分
が
適
度
な
状
態
で
耕
運
作
業
等

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
慌
て
て
圃
場
準
備

を
行
な
い
土
壌
の
状
態
が
悪
く
な
る
と
、

こ
れ
か
ら
先
1
年
間
の
栽
培
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

③
定
植

定
植
初
期
の
栽
培
管
理
は
、
そ
の
後
1
年

間
の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

初
期
に
多
量
潅
水
を
し
て
し
ま
う
と
草

勢
が
暴
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
遮
光
ネ
ッ
ト
は
日
々
の
天

候
に
あ
わ
せ
て
で
き
る
だ
け
開
閉
し
ま

し
ょ
う
。
長
期
間
か
け
続
け
る
と
軟
弱
徒

長
の
生
育
と
な
り
、
地
上
部
（
草
）
と
地

下
部
（
根
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
と

共
に
そ
の
後
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

④
草
勢
調
節

草
勢
調
節
に
は
各
節
か
ら
発
生
す
る
側

枝
を
上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
植
え
穴
へ
の
処
理

黄
化
葉
巻
対
策
と
し
て
定
植
時
に
必
ず

プ
リ
ロ
ッ
ソ
粒
剤
オ
メ
ガ
（
２
g
／
株
）

ま
た
は�

べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ
（
400
株
当
り

25
ml
）
な
ど
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
台
風
対
策

台
風
が
接
近
し
て
か
ら
で
は
時
間
が
無

く
、対
応
出
来
な
い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。

台
風
接
近
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
病

害
予
防
と
あ
わ
せ
定
植
活
着
後　
カ
ス
ミ

ン
ボ
ル
ド
ー　
1000
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

●
露
地
ミ
ニ
ト
マ
ト

収
穫
が
始
ま
る
と
草
勢
や
着
果
量
を
確

認
し
、
追
肥
や
潅
水
を
実
施
し
、
草
勢
維

持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
病
害
虫
対
策
で
は
、
定
期
的
に
薬

剤
散
布
を
実
施
し
、
予
防
対
策
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

特
に
黄
化
葉
巻
病
に
は
注
意
し
、
発
生

を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
適
正

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

豆
類次

作
の
準
備
の
為
、
土
壌
消
毒
の
徹
底

を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
立
ち
枯
れ
発
生

園
で
は
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
土
壌

消
毒
の
方
法
に
つ
い
て
は
各
営
農
指
導
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ナ
ス栽

培
面
で
は
過
繁
茂
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
内
向
枝
、
側
枝
を
切
り
返
し
、
ふ
と

こ
ろ
に
薄
日
が
差
す
よ
う
に
整
理
し
て
く

だ
さ
い
。
乾
燥
状
態
は
草
勢
の
低
下
、
奇

形
果
、
要
素
欠
乏
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
水
分
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
追
肥
は
草
勢
を
見
な
が
ら
15
～
20
日

程
度
に
1
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
に
つ
い
て
は
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
、
ダ
ニ

類
の
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
営
農
指
導
員
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ヤ

●
栽
培
管
理

果
実
に
日
航
が
よ
く
当
た
る
よ
う
古
葉

や
ツ
ル
の
摘
葉
や
摘
心
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
際
か
ら
出
る
側
枝
は
適
時

除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

草
勢
維
持
の
た
め
20
日
間
隔
で
追
肥
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
果
実
の
肥
大

に
は
水
分
が
必
要
な
た
め
追
肥
に
合
わ
せ

て
潅
水
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

果
実
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
果
実
温
度

の
低
い
時
間
帯
に
収
穫
す
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
が
多
発
し
て
か
ら
で
は
、
防
除

が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
防
を
中
心

に
こ
ま
め
に
行
い
、
早
朝
か
夕
方
な
ど
涼

し
い
時
間
帯
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤

に
つ
い
て
は
、
営
農
指
導
員
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
追
肥
例
（
10
a
あ
た
り
）

◦�

千
代
田
化
成
5
4
9
（
15
︱
14
︱
9
）

1
回
あ
た
り
2
袋

ま
た
は

◦�

Ｎ
Ｋ
化
成
2
号
（
16
︱
0
︱
16
）　　

1
回
あ
た
り
2
袋

花
き
類
全
般

●
定
植
準
備

土
壌
病
害
の
発
生
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
定
植
予
定
の
圃
場
で
は
太
陽
熱
消
毒

全�

般

や
薬
剤
な
ど
に
よ
る
土
壌
消
毒
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
土
壌
消
毒
終
了
後
は
地
温
を

下
げ
る
た
め
遮
光
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
対

策
を
取
り
、
定
植
に
は
畝
の
底
ま
で
水
が

入
っ
て
い
る
状
態
に
な
る
よ
う
十
分
に
潅

水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

ポ
ッ
ト
苗
・
プ
ラ
グ
苗
等
の
鉢
土
は
ピ
ー

ト
モ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
乾
燥
し

た
状
態
で
定
植
す
る
と
定
植
後
の
潅
水
を

行
っ
て
も
培
土
が
水
を
は
じ
き
土
と
鉢
土

間
に
隙
間
が
出
来
、
活
着
遅
れ
と
な
り
ま

す
の
で
、
ど
ぶ
漬
け
等
を
行
い
鉢
土
に
水

分
を
持
た
せ
定
植
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
植
か
ら
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
根

を
い
か
に
多
く
深
く
張
ら
せ
る
か
が
今
後

の
生
育
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、
作

物
の
状
態
や
圃
場
の
状
況
に
合
わ
せ
潅
水

を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
た
、根
痛
み
を
避
け
る
た
め
、風
ネ
ッ

ト
や
遮
光
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
定
植
時
地
温

を
下
げ
る
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
千
両

開
花
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
実
腐
れ
病

予
防
の
大
事
な
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
必

ず
薬
剤
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
梅
雨

明
け
後
、
乾
燥
状
態
に
な
る
と
実
落
ち
が

起
こ
り
や
す
く
な
る
た
め
乾
燥
に
注
意

し
、
小
屋
内
の
温
度
上
昇
に
も
注
意
し
換

気
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
で
は
特
に
ダ
ニ
類
に
注
意
し
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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